
今月のねらい 
ぶどうぐみ 

◇暑い夏を栄養や休息をたっぷりととり、安定した 

リズムの中でゆったりと過ごす。 

◇水の感触や音などの心地よさを感じ、沐浴を楽し 

む。 
 
はとぐみ 

◇身振りや簡単な言葉で欲求を伝える。 

◇家族や保育者、友だちとゆったりと遊ぶ。 
 
ひつじぐみ 

◇着替えや食事、排泄など、保育者の声かけで出来 

る事は、自分でしようとする。 

◇自分の感情や欲求を言葉や仕草で表現する。 
 
ゆりぐみ 

◇夏の自然への興味や関心を広げ、夏ならではの遊 

びを体全体で表現して楽しむ。 

◇友だちと協力して一つの物を作り上げていく楽し 

さを感じたり、夏の活動に積極的に参加し、達成 

感を味わう。 
 
ばらぐみ 

◇活動を通して様々な友だちと触れ合い、異年齢児

との関わりや交流を楽しむ。 

◇水分補給や着替えを行い、健康に気をつけて過ご 

す。 
 
ほしぐみ 

◇活動と休息をうまく取りながら、元気に過ごす。 

◇友だちと関わりながら、好きな遊びを自分たちで

展開させながら楽しむ。 

 今月の聖句 
ゆったりと 

祈りの中で ／ 祈りあう  
二人または三人がわたしの名によって集まる 
ところには、わたしもその中にいるのである。 

マタイによる福音書 １８章２０節   

法人の理念 

キリスト教の愛の精神に立って、福祉サービス
を必要とするすべての人に仕え、日常を支援
し、常に人々の人権を護り、その人格の尊厳を
尊重する。 

８月の園だより 
2025 年度 久宝まぶねこども園 

 ℡072-992-2033 

家族と旅行や遊びに行った楽しい思い出話を、目を輝かせながら話したり、こ
れからの予定をワクワクしながら話してくれます。安全に楽しく夏を過ごしてほ
しいと思います。 
ここ数年の暑さは驚くほどで、年々暑さ指数が高くなり、戸外へ出る機会がな

くなる一方です。今年の夏も室内で体を動かしたり、水に触れたり、ゆったりと
休息をとりながら過ごす予定です。 
熱中症や感染症の予防に努めながら、２学期に向けて体力作りにも励みたいと

思います。 

家庭連絡 
◆汗をよくかく時期ですので、着替えを多めにご

用意ください。 

◆持ち物全てに名前を書いてください。 

◆夏の時期の元気カードは、シャワーや沐浴の許

可を含んでいますので、シャワーなどの可否の

チェックやサインなど、記入漏れのないように

してください。また、登園時に職員に手渡しで

お願いします。お休みの日も体温と健康チェッ

クの記入をお願いします。 

◆登園は９時半までにお願いします。 

欠席や遅刻の連絡は９時１５分までにご連絡く

ださい。９時半に給食人数を報告します。 

連絡のないご家庭には電話で確認をさせていた

だきます。 

仕事がお休みの場合は、必ず担任に伝えていた

だき、保育時間は９時から１７時の間でのご利

用をお願いします。 

◆土曜日の保育を必要とされる方は、カラー帽子

シャワーの用意・水筒など、忘れ物がないよう

にお願いします。 

◆降園時は、園庭や園内・駐車場で遊ばず、速や

かに帰りましょう。お子様だけで園外へ出るこ

とがないようにお願いします。 

◆週末や休暇前など、必要に応じてロッカーの荷

物やタオルケット・コットカバー・シャワーセ

ットを持ち帰るようにしてください。（コット

シーツのゴムが伸びていれば、付け替えをお願

いします。） 

苦情解決委員会 

苦情受付担当者：島内久美子・吉髙知恵子 

苦情解決責任者：五十嵐宏枝 

第三者委員  ：畑 健次郎・花岡 尚樹 

        酒井 咲子 

今後の行事  
８月１２日(火) 家庭保育奨励期間 

   ※保育は 18時 30 分まで 
１６日(土) 家庭保育奨励期間 
２４日(日) １号認定夏季休業終了 
２６日(火) 誕生会 

９月 １日(月) ２学期始業式 
   ５日(金) はとぐみミニ運動会  

１０月２５日(土) 幼児部運動会 
         (ゆり・ばら・ほしぐみ) 

※乳児部(ぶどう・はと・ひつじぐみ) 
の保育はありません。 

 

今月のうた 
 

♪ ハハハレルヤ(讃美歌) 
♪ うたえバンバン 

 

平和について 
毎年 8 月は、子どもたちと一緒に

平和について考える時としていま

す。今もなお、戦争や紛争が継続さ

れ、被害の様子などが報道されて

います。私たちに何ができるの

か！子どもたちにどう伝えるの

か！とても難しいことだと思いま

す。平和について考え、祈り、子ど

もたちと共に平和を愛し、平和を

つくりだすことのできる大人へと

成長できますようにと願います。 

「神様なんてホントにいるの？ 見たことないけど」と子どもに聞かれたら、何と
答えるでしょうか。古代日本語の「かみ」も「おに」も、姿が隠れていて見えない
けれども、何かしら「いる」と感じられる不思議な存在として考えられてきました。
確かに、目に見えないけれども、存在しているものとして、「風」や「息」（≒生き
＝命）などもありますし、「目に見える物だけが全てではない」と言えるのではない
でしょうか。その他にも、例えば人と人と、人と物事との「ご縁」というものもま
た、目には見えなくても存在していると言えるでしょう。 
 それこそ、一人一人の力は小さくても、２人３人が集まって一緒に何かを行う中
で、１＋１が２以上、３以上の働きをすることがあります。予想していたよりも、
事がうまく運んだり、深く分かり合えて、心から喜び合えたりすることがあります。
そんな時、「偶然だった」「運が良かった」と言うこともできますし、また「恵まれ
た」「神様が一緒にいて下さった」と言うこともできるのではないかと思います。イ
エス様は「私はいつもあなたがたと共にいる」と言われました（マタイ 28：20）。
私たち一人一人といつでも共にいて下さっている神様は、人と人との間にもまた確
かに働いて私たちを活かしてくださっています。目には見えないけれども共におら
れる神様に支えられ、私たちは今日も生かされていきます。（チャプレン・牛田匡） 
 


